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●中央地区は、相鉄線天王町駅から星川駅を結ぶ線路の右側に広がり、
　ここに約 10,000 世帯、約 18,000 人が居住しています。
●地区内を国道 16 号線が通り、保土ケ谷区役所をはじめとする公共機関、古くからの
　商店街、大型スーパー等があり、交通の利便性も良く、住みやすい町並みです。
●天王町、宮田町、峰岡町１～２丁目、川辺町で連合が構成され、そこに大型マンション、
　新築戸建てが次々と建設され、人口は大幅に増加。集合住宅、昔から住んでいた人達と
　転入した人達が活気あふれる街を形成しています。

中央地区
わたしたちのまちの概況・特徴

目指す地域の姿（スローガン）

最新の取組はこちら

高齢者の見守り、支え合いを
更に発展・充実させよう！

子育てをしている
　　　世代を見守ろう！

障がいのある方や
外国に縁のある方を
理解し、見守る
まちにしよう！

いろいろな世代で
地域の輪を広げ、
次世代の担い手づくりに
つとめよう！

「やさしさ」「思いやり」
「つながり」「絆」を
大切にしよう！

学校や地域の関係機関と共に
ネットワーク作りを
更に進めよう！

ひとりひとりが　助け合い　支えあって
未来につなげるまちを　みんなで作ろう

ひとりひとりが　助け合い　支えあって
未来につなげるまちを　みんなで作ろう



取組目標や具体的取組

見守り・支えあい

いきいき健康

担い手づくり・情報

●「あんしん訪問」「おたのしみ会」「食事会」「配食サービス」「サロン」
　「老人クラブ」「こども食堂」等を通して見守りのネットワークを拡充していきます

●誰もが気軽に楽しみながら参加して、健康づくりができる機会・場をつくっていきます
●健康的な生活習慣を身につけられるように、「健康講座」「感染症対策」などを拡充していきます
●「ボランティア活動」などの「いきがいづくり」の場をつくっていきます

●自治会・町内会行事に子ども達の参加を促し、地域への愛着をもてるまちづくりをめざします
●地域内での交流・情報交換・連携を考えていきます（防災、防犯、地域行事等）
●地区社協広報誌「お元気ですか」の発行継続・内容充実をはかります
●SNSや ICT 等を活用して情報を発信します

●認知症の方が安心して自分らしく暮らせるように「認知症カフェ」や講座などを推進します
●親子や障がいのある方、外国に縁のある方が地域の行事に参加しやすくなるよう工夫します
●引きこもりやヤングケアラー等の理解につとめます

〈あんしん訪問〉 〈おたのしみ会〉 〈料理ボランティア〉

〈体操教室〉 〈ウォーキング教室〉

〈こども食堂〉 〈盆踊りフェスティバル〉〈防災研修会〉


